
別紙

　　　＜現行＞

総合効率化計画概略図

　　　＜計画＞

＜現行＞

本社（仙台市） 

仙台ＬＣＣ（大和町） 

本社（仙台市） 

仙台ＬＣＣ（大和町） 

現在、菓子・食品メーカーの製品を弊社及び協和物流㈱は以下の

ように輸送している。 
  

①本社第二営業所保管（菓子・食品製品） 

 荷主の製品を本社第二営業所に保管している。荷主からの配送

指示により、本社第二営業所より仙台ＬＣＣへ横持ちしている。 

 ②仙台ＬＣＣ保管（菓子・食品製品） 

 ①以外の菓子・食品メーカー製品を保管している。各荷主からの

配送指示により、配送する製品を方面別に仕分け、そして、①から

来た製品も同様に仕分けしたものを東北方面に共同配送している。 

仙台ＬＣＣ増築に伴い、本社第二営業所で保管している製品を仙

台ＬＣＣにすべて集約する。したがって、今後は横持ちがなくなり

（片道約３０キロ、往復２時間の短縮）効率的な配送となる。 

また、仙台ＬＣＣは菓子・食品の共同配送のメイン拠点としても機

能させる。 
 

◎CO2削減量  
 

      削減量 現行のCO2排出 57.62 -事業後の CO2排出量 38.50 ＝  削減量 19.12 （t-CO2／年 ）  削減率33.18%  

荷物の横持ちを 

削減 
①荷物の横持ち 

（片道約３０㎞） 

②各地へ共同配送 ①各地へ共同配送 

効率化 
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別紙

【各荷主工場等】 【従来型倉庫】 【物流拠点倉庫】 【東北方面各問屋・小売店】

【各荷主工場等】 【従来型倉庫】 【物流拠点倉庫】 【東北方面各問屋・小売店】
（使用しない。）

（横持ちの削減。）

＜保管ラック　荷崩れ防止対策＞

各荷主の荷物を集約し方面別
に仕分け、そして、東北方面に
出荷する。

各荷主の荷物を仙台LCCおよ
び仙台LCC増築倉庫一箇所に
集約し方面別に仕分け、そし
て、東北方面に出荷する。

＜総合効率化計画＞

１日１０ｔ車１台（繁忙
期は同２台)の削減。

１日１０ｔ車１台
（繁忙期は２台)

荷物の横持ち
（片道約３０㎞）

本社（仙台市） 

仙台ＬＣＣ（大和町） 

効率化 

本社（仙台市） 

仙台ＬＣＣ（大和町） 
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